ELYTRA, Vol. 2, No. 2 (Feb. 197 5) 


ぎなかった。 

筆者は當士山にて採集された本種を所持しているので 
ここに記録を発表しておきたい。 

1 ex ., 静岡県富士山， 

1.邛.1973， 

深町宗通採集 
衷富士 3合目付近で， 
直径70〜80 cm のオオシ 
ラピソ倒木中（樹皮下5 
cm 程度)から採集したと 
のこと。 

ftlfi な標本をご恵与さ 
れた深町宗通氏，本種を 
同定して下さった黑沢良 
彦博士に深謝したい。 
(付記）本種の野外にお 
ける発生期は7月下旬頃 
と思われるので,その頃， 
同地付近の オオシ ラビ ソ 倒木（付近一带は オオシ ラビ ソ 
の純林）を旧ベれば，追加記録も出やすいと思う0 

(:〒110台東区台東2 — 29_6) 

九州未記録のニセヒメハナノミ属2種 

高桑正敏 

次の ハナノミ 科ニ セヒメハナノミ K Falsomordelli- 
stena 2稀は，まだ九州より記録されていないと思われ 
るので，ここに報告しておく 0 
1. サトウヒメハナノミ尺 sat oi ( Nomura ; 

lex ., fcl 岡県宝満山， 4. \1. 1968，入江平吉採集 
触角はいくぶん3 >.1節，後肢段刻はきわめて短く不 
明瞭だが，ほほ *6 : 5 : 2 : 0。 





左：サトウヒメハナノミ右：ナカネヒメハナノミ 


2. ナカネヒメ ハ ナノ ミ / aurofasciata ( NAKANE ) 
2exs.， 福岡県宝満山， 2. 1968,入江平吉採集 

触角はいくぶん3<4節，後肢段刻は短くやや不明瞭 
だが，ほぽ6 :5 : 3:0 と 5:5:2:1。 

(:〒233横浜市金沢区六浦町3577) 


関東地方(こおけるルイスクビナガハムシ 


の採集例 


木附窈理 



ルイスクビナガハムシ Lilioceris lewisi JACOBY は 
栃木県を基産地として記録された美しいハムシであり， 
関東地方においては奥日光 • 天城 • 大菩薩节で採®され 
ているが多い種ではない。 

私の手元に下記の採染例があるので報告しておく。 

2 exs ., 栃木県安蘇郡 K 生町仙波（足利山地)， 

4. V . 1973，筆者採粜 

lex ., 群馬県武炸山， 17. 1970，小岩屋敏採粢 

足利山地.武饵山両所において本沌の£録はなかった 
ものと思われる。なお，武作山の個体はまったく上翅の 
黑条を欠いている（写其左)。 

末笼ながら上記標本を患与された小岩屋敏氏，ならび 
に発表にあたり色々と御指淖いただいた平野幸彦氏に感 
謝申しあげる。 

(:〒182調布市柴崎2_18— 1) 

与那国島でアメイロカミキリを採集 

深町宗通 

アメイ ロカミキリ Stenodryas clavigera insularts 
YOKOYAMA は草間博士*によれば，石垣& •西表岛お 
よび台湾から記録されており，その中間にあたる与那国 
ft の記録はない。 

笨者は1974年#,同&を訪れた際，本種を採粜してい 
るので報告する0 

1 s , 与那国岛宇良部岳， 2. ID . 1974， 

深町宗道採染 
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稿 虫 


夜問，枯れづるをビーティングして得たものである。 

* 筝間唆一(1973)，日本産ヵミキリの生態と分布一 K 
表（新しい足虫採集案内 ID ) 

(〒845佐 K 阽小城郡小城町二瀬川） 

対馬でキリシマゴマフカミキリを採集 

足立 -夫 

1974月〖日22日，対馬嵌原港の炎山で採集したクロマ 
ツ枯枝より同年8月17日 ， Mesosa cribrata kirishimatia 
Matsushita キリシ マゴマフカミ キリ 1 $が羽化した 
ので対馬新記録補として報告する。 

この枯技はキュウシュウトゲバ幼虫の寄生を確認して 
持ち W ったもので，計8本のそのほとんどを長さ5〜8 
cm , 太さ 1.4 〜 1.8 cm のサイズに切断し，ワンカップ大 
関の容器に全部を入れて保管していたもの。 5月下旬〜 
6月上旬にキュウシュウトゲバが羽化した後，そのまま 
放 E していたところ，7月上旬，筆者が神奈川へ転勤と 
なり，たまたま会議で北九州の自宅へ反った折に本種に 
気づいたのである。この個体は体長: 7 mm の小型のもの 
で長野県扉峠産のフタスジゴマフカミキリと比較してみ 
たが，斑紋の変化以外，体型的にも変わりないように思 
える。 

本種の羽化した枯枝は長さ7 cm , 直径 1.7 cm のもの 
で，中心部はキュウシュウトゲバが穿孔しており，本種 
は樹皮下を食していた。脱出孔はキュウシュウトゲバが 
材の表面にほぽ円形の3 mm 前後の飛孔をあけるのに対 
し，樹皮上に長径4 mm ， 短径3 mm の梏円形の飛孔を 
あけていた。 

なお，付近のクロマツ太枝の樹皮下よりナカバヤシモ 
モブトカミキリ蛹3頭を採集して持ち帰り，1さ1?が 
羽化，他の1頭は採集の際に®つけ，不完全羽化となっ 
た。 

対馬においてはキ ュウシュウ ト ゲバ. ナカ バヤシモモ 
ブトカミキリ2種の記録は数例しかないので参考のため 
記しておく。 

<記録> 

1. キリシマゴマフカミキリ 

クロマツ枯枝： 22. IV . 1974,対馬厳原 
1$羽化： 17. \11974，北九州市小倉区 

2. キュウシュウトゲバカミキリ 

クロマツ枯枝 （ 8幼虫）： 22. IV . 1974，対馬厳原 
5 3¢ 3??羽化： 20. V 〜 6. VI . 1974， 

北九州市小倉区 

3. ナカバヤシモモブトカミキリ 

クロマツ太枝樹皮下より3踊： 22. IV . 1974， 

対馬厳原 


1 S 1? 羽化，1$不完全羽化： 3〜 (5. V . 1974, 

北九州 市 小; &区 

(〒254平塚市其土1781—1 ㈱ K 田工業所早迈寮） 

キンケチャイロカ ミ キリ沖縄本島の記録 

杉野広一 

キンケチヤイロカミキリ Asa - 
perda bicostata HAYASHlJt , 

従来，屋久トヵラ列岛•奄美 
大岛 • 徳之岛 • 沖永良部&に産す 
ることが知られていたが，筆者は 
沖砘本島での記録を得たので，報 
告しておく。 

lex ., 国頭村辺野？?， 

16. IV . 1973，杉野広一採集 

7 exs .， 国頭村宜名茲， 

17. IV . 1973，杉野広一採集 

いずれもアカメガシワに巻きつ 
いたつる性植物のビーティングに 
よって 得た。 

(:〒663西宮市上大市 4—14 S ) 

ヒトオビチビカ ミ キリを山梨県大菩薩で採集 

武禆昭一 

ヒトオビチビカミキリ Sybra unifasciati FUJIMURA 
は関東周辺においては，奥日光. 南アルプス • 天 城山よ 
り記録されているが，笨者は山梨限大菩薩山塊において 
下記の通り採集したので報告する。 

1 S ， 大菩薩日川林道（初鹿野〜嵯峨塩間)， 

29. M . 1974,武智昭一採集 

なお，本種の同定および，本誌への報告を勧められた 
藤田宏氏に感謝する。 

(〒197福生市福生 153) — 9 -506) 

オキナワゴマフカ ミ キリの宮古島の記録 

高桑正敏 

先 岛諸岛 においてはオキナワゴ マフ カミ キリ Mesosa 
pictipes GRESSITT は石垣岛からのみ記録があり， 
ssp . yayeyatnai とされている 0 策者は宮由 ft / において 
本種を採集したので記録しておく。 

2 SS , 宮古島友利， 14. VI . 1974 

オオハマゴウの枯枝をビーティングして得た。 

石垣岛産のものと特に差異はないように思うが，1$ 
は上翅中央の白色带がきわめてせばまるなどの特徴があ 
る。 

(:〒233横浜市金沢区六浦町 3577) 
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